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NA1 1/25.50

A3 1/50.100
部分詳細図(2)
（北棟西手洗い流し　改修前後） 
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ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場(人研)　撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

ｽﾃﾝﾚｽ床見切 撤去

1F：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
2.3F：VSt=2.0 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

掃除流し(人研) 撤去

手洗い流し(人研)　撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：磁器質ﾀｲﾙ貼(CB共) 撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

掃除流し(人研) 撤去
手洗い流し(人研)　撤去

配管隠し(人研) 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

掃除流し：SUS製 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3.0 新設

流し：SUS製 新設

隔壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=40 新設

壁：ﾓﾙﾀﾙ AEP

掃除流し(人研) 撤去

磁器質100角ﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地共) 撤去

CBt=100 撤去

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

床見切：SUS304t=1.5 撤去

人研 撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

配管用開口部：
モルタル穴φ100(建築工事)

GB-D t=9 撤去(下地共)

コア抜き(管工事)

CBt=100 撤去

磁器質100角ﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地共) 撤去

人研 撤去

CBt=100 床見切：SUS304t=1.5 撤去

配管隠し(人研) 撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

手洗い流し(人研)　撤去

配管用開口部：

コア抜き(管工事)
モルタル穴φ100(建築工事)

GB-D t=9 撤去(下地共)

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

床見切：SUS304t=1.5 撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

壁(人研) 撤去

配管用開口部：
モルタル穴φ100(建築工事)
コア抜き(管工事)

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場(人研)　撤去

GB-D t=9 撤去(下地共)

LGS65下地ｹｲｶﾙ板t=8+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

ﾓﾙﾀﾙ補修の上+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3新設

SUS製床見切W40 新設

SUS見切縁30×25(角面取）新設

掃除流し
SUSt1.0ﾊﾞﾌ仕上（ﾌﾟﾚｽ加工）
裏面断熱材吹付t10

新設(管工事)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ

(ﾓﾙﾀﾙ共)
ｽﾗﾌﾞ開口耐火材充填

GB-D t=9.5 新設(下地共)

壁：ﾓﾙﾀﾙ補修の上、複層塗材E 新設

LGS65下地ｹｲｶﾙ板t=8+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

SUS見切縁30×25(角面取）新設

15
0

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

排水トラップ[新設](管工事)
排水管に接続(管工事)

手洗い
SUSt1.0ﾊﾞﾌ仕上（ﾌﾟﾚｽ加工）

裏面断熱材吹付t10

ﾓﾙﾀﾙ補修の上+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3新設

扉：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt=20

ﾂﾏﾐ取手 新設
ｽﾗｲﾄﾞ丁番、ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

新設(管工事)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ

(ﾓﾙﾀﾙ共)
ｽﾗﾌﾞ開口耐火材充填

SUS製床見切W40 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

新設(管工事)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ

(ﾓﾙﾀﾙ共)
ｽﾗﾌﾞ開口耐火材充填

床：ﾓﾙﾀﾙ嵩上げ 新設

床仕上げ 新設(下地共)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=380 新設
ﾀﾃﾖｺ共D10@200 新設

ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝt=25 新設
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 新設
砕石t=100 新設

周囲金属系ｱﾝｶｰD10
@200 新設

床仕上げ 新設(下地共)

ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝt=25 新設
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 新設
砕石t=100 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=180 新設
ﾀﾃﾖｺ共D10@200 新設
周囲金属系ｱﾝｶｰD10 @200 新設

床仕上げ 新設(下地共)

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 新設
砕石t=100 新設

ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝt=25 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=180 新設
ﾀﾃﾖｺ共D10@200 新設

周囲金属系ｱﾝｶｰD10 @200 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 撤去
ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝt=25 撤去
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 撤去

床仕上げ 撤去(下地共)

砕石t=100 撤去
捨てｺﾝt=60 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 撤去
ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝt=25 撤去
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 撤去

床仕上げ 撤去(下地共)

砕石t=100 撤去
捨てｺﾝt=60 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 撤去
ﾌｫｰﾑﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝt=25 撤去

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 撤去
捨てｺﾝt=60 撤去
砕石t=100 撤去

床仕上げ 撤去(下地共)

壁：ﾓﾙﾀﾙ AEP

壁：ﾓﾙﾀﾙ補修の上、複層塗材E 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

流し：SUS製 新設

掃除流し：SUS製 新設

1F：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 一部新設(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
2.3F：VSt=2.0 一部新設(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

GB-D t=9.5 新設(下地共)

ｽﾃﾝﾚｽ床見切W40 新設

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
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北棟西　手洗い流し平面図　S=1/50 北棟西　手洗い流し平面図　S=1/50

北棟西　手洗い流し展開図　S=1/50 北棟西　手洗い流し展開図　S=1/50

北棟西　手洗い流し断面詳細図　S=1/25 北棟西　手洗い流し断面詳細図　S=1/25

R100

北棟西　手洗い流し詳細図　改修前

手洗流し

手洗流し(1階)

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場(1階)

掃除流し

掃除流し(1階)

掃除流し

掃除流し(1階)

手洗流し ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場⇒床嵩上げ

手洗流し(1階) ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場⇒床嵩上げ(1階)

北棟西　手洗い流し詳細図　改修後 （　）内の数字は高学年の手洗い寸法を示す.1.2階低学年・3階高学年用
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安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ
撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ
撤去
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NA1 1/25.50

A3 1/50.100
部分詳細図(3)
（南棟東手洗い流し　改修前後） 
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ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

掃除流し(人研) 撤去
手洗い流し(人研)　撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

掃除流し：SUS製 新設
流し：SUS製 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去 ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3.0 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：磁器質ﾀｲﾙ貼(CB共) 撤去

壁：ﾓﾙﾀﾙ AEP 壁：ﾓﾙﾀﾙ補修の上、複層塗材E 新設

掃除流し(人研) 撤去

手洗い流し(人研)　撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：ﾃﾗｿﾞﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置
ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場(人研)　撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

掃除流し：SUS製 新設

配管隠し：磁器質ﾀｲﾙ貼(CB共) 撤去

床見切：SUS304t=1.5 撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

配管用開口部：
モルタル穴φ100(建築工事)

GB-D t=9 撤去(下地共)

コア抜き(管工事)

床仕上げ 撤去(下地共)床仕上げ 撤去(下地共)

床見切：SUS304t=1.5 撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

配管用開口部：
モルタル穴φ100(建築工事)

コア抜き(管工事)

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場(人研)　撤去

GB-D t=9 撤去(下地共)

床仕上げ 撤去(下地共)

掃除流し(人研) 撤去

人研 撤去

CBt=100 撤去

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

磁器質100角ﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地共) 撤去

CBt=100 撤去

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

磁器質100角ﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地共) 撤去

床見切：SUS304t=1.5 撤去

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

配管用開口部：

コア抜き(管工事)
モルタル穴φ100(建築工事)

GB-D t=9 撤去(下地共)

人研 撤去
手洗い流し(人研)　撤去

CBt=100

壁：ﾓﾙﾀﾙ AEP
壁：ﾓﾙﾀﾙ AEP

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt=25 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=100 撤去

砕石t=100 撤去
捨てｺﾝt=50 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=100 撤去

砕石t=100 撤去
捨てｺﾝt=50 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=100 撤去

砕石t=100 撤去
捨てｺﾝt=50 撤去

CBt=100 撤去

磁器質100角ﾀｲﾙ(ﾓﾙﾀﾙ下地共) 撤去

配管隠し：磁器質ﾀｲﾙ貼
(CB共) 撤去

GB-D t=9.5 新設(下地共)

床仕上げ 新設(下地共)

ﾀﾃﾖｺ共D10@200 新設
周囲金属系ｱﾝｶｰD10 @200 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150 新設

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 新設
砕石t=100 新設

LGS65下地ｹｲｶﾙ板t=8+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3

15
0

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

排水トラップ[新設](管工事)
排水管に接続(管工事)

手洗い
SUSt1.0ﾊﾞﾌ仕上（ﾌﾟﾚｽ加工）

裏面断熱材吹付t10

ﾓﾙﾀﾙ補修の上+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3新設

扉：ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt=20

ﾂﾏﾐ取手 新設
ｽﾗｲﾄﾞ丁番、ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

壁：ﾓﾙﾀﾙ補修の上、複層塗材E 新設

SUS見切縁30×25(角面取）新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

GB-D t=9.5 新設(下地共)

床：ﾓﾙﾀﾙ嵩上げ 新設

新設(管工事)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ

(ﾓﾙﾀﾙ共)
ｽﾗﾌﾞ開口耐火材充填

LGS65下地ｹｲｶﾙ板t=8+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ 新設

ﾓﾙﾀﾙ補修の上+ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=3新設

SUS製床見切W40 新設

掃除流し
SUSt1.0ﾊﾞﾌ仕上（ﾌﾟﾚｽ加工）
裏面断熱材吹付t10

新設(管工事)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ

(ﾓﾙﾀﾙ共)
ｽﾗﾌﾞ開口耐火材充填

壁：ﾓﾙﾀﾙ補修の上、複層塗材E 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ面台：SUS t=1.0 HL 加工 新設

SUS見切縁30×25(角面取）新設

床仕上げ 新設(下地共)

ﾀﾃﾖｺ共D10@200 新設
周囲金属系ｱﾝｶｰD10 @200 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=150 新設

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 新設
砕石t=100 新設

床仕上げ 新設(下地共)

ﾀﾃﾖｺ共D10@200 新設
周囲金属系ｱﾝｶｰD10 @200 新設
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt=0.15 新設
砕石t=100 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=400 新設

新設(管工事)

排水ﾄﾗｯﾌﾟ

(ﾓﾙﾀﾙ共)
ｽﾗﾌﾞ開口耐火材充填

隔壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板t=40 新設

SUS製床見切W40 新設

床：人研 撤去
(ﾋﾞﾆﾙﾏｯﾄ共)

ｽﾃﾝﾚｽ床見切 撤去

流し：SUS製 新設

1F：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 一部新設(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
2.3F：VSt=2.0 一部新設(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

1F：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
2.3F：VSt=2.0 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

ｽﾃﾝﾚｽ床見切W40 新設

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
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南棟東　手洗い流し平面図　S=1/50南棟東　手洗い流し平面図　S=1/50

南棟東　手洗い流し展開図　S=1/50

南棟東　手洗い流し断面詳細図　S=1/25

南棟東　手洗い流し展開図　S=1/50

南棟東　手洗い流し断面詳細図　S=1/25

R100

南棟東　手洗い流し詳細図　改修後

手洗流し(1階)

掃除流し

掃除流し(1階)

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場(1階)

手洗流し

手洗流し(1階)

手洗流し掃除流し

掃除流し(1階)

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場⇒床嵩上げ

ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ置場⇒床嵩上げ(1階)

南棟東　手洗い流し詳細図　改修前 （　）内の数字は高学年の手洗い寸法を示す.
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1.2階低学年・3階高学年用

ｺﾝｸﾘｰﾄ
撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ
撤去
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N
部分詳細図(4)
（北棟東・南棟西手洗い流し、北棟室外機廻り　改修前後） 
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A3 1/10.20.
50.100

A1 1/5.10.
25.50

Y2Y2

ａ

ｂ

100 ａ 100

砕石（RC-40)

20
0

10
0

鉄筋D10×@200(ﾀﾃﾖｺ)

Y8 Y4Y8 Y4

X9’ X10’ X11’X9’ X10’ X11’

流し：SUS製 流し：SUS製

VSt=2.5(防滑) 撤去

ｽﾃﾝﾚｽ床見切 撤去

VSt=2.5(防滑) 撤去

ｽﾃﾝﾚｽ床見切 撤去

流し：SUS製 流し：SUS製

ｽﾃﾝﾚｽ床見切W40 新設 ｽﾃﾝﾚｽ床見切W40 新設

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

床 VSt=2.0(防滑) 新設
(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

設備基礎(H200)新設

メッシュフェンス(H1800)新設
独立基礎(□200-H600程度)共
両開き門扉共

メッシュフェンス(H1800)撤去
独立基礎(□200-H600程度)共

設備基礎(H200)撤去

1F：天然木化粧ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=15 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
3F：VSt=2.5 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸt=15 一部撤去(ﾓﾙﾀﾙ下地共)
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改修前 改修前 改修後改修後

改修前 改修後

N.S.空調室外機コンクリート基礎

ＰＳ
ＥＰＳ

PS

廊下

ＰＳ
ＥＰＳ

PS

廊下

北棟東　手洗い流し詳細図　改修前後 南棟西　手洗い流し詳細図　改修前後A1:1/50 A1:1/50

北棟　室外機廻り詳細図

塗装塗替ﾗｲﾝ

既設ﾓﾙﾀﾙ残置

横胴縁:米栂45×20@455内

破線:腰見切りライン

巾木ライン

巾木ライン

破線:腰見切りライン

杉(間伐材)t12〔新設〕

腰壁：杉(間伐材)t12WP

〔新設〕

〔新設〕

〔新設〕

〔既設〕ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

〔新設〕既設下地の上複層塗材E、又はEP-G

杉(間伐材)t12〔新設〕

腰壁:

巾木ライン

破線:腰見切りライン

杉(間伐材)ｔ１２

杉(間伐材)45×45杉(間伐材)ｔ１２杉(間伐材)45×45

ＬＧＳ壁部分展開図　1/10ＲＣ壁部分展開図　1/10

ＬＧＳ下地・GB-R張り

モルタル金ゴテ

腰見切り:杉(間伐材)45×45

〔既設〕

腰見切り

〔新設〕

腰壁:

巾木:杉(間伐材)20×100〔新設〕

〔新設〕

巾木:杉(間伐材)20×100〔新設〕

腰壁:

腰見切り

〔新設〕

腰見切り:杉(間伐材)45×45

〔新設〕

〔新設〕

〔新設〕

建具:縦枠〔既設〕

腰壁:杉(間伐材)t12〔新設〕

腰壁:杉(間伐材)t12〔新設〕

破線:腰見切りライン

巾木ライン

杉(間伐材)45×45〔新設〕

腰見切り現場面取り

Ｒ２５

杉(間伐材)t12〔新設〕

出隅見切り

杉(間伐材)t12〔新設〕

破線:腰見切りライン

巾木ライン

廊下:腰壁・入隅納まり　1/5 廊下:腰壁・出隅納まり　1/5

RC壁部分断面詳細図 1/10 LGS壁部分断面詳細図 1/10

建具廻り納まり　1/5

A1:1/5、1/10　A3：1/10、1/20

※杉の間伐材は、愛知県産又は根羽村産の間伐材とする。

既設ﾓﾙﾀﾙt20

〔残置〕

巾木：杉間伐材H100 WP〔新設〕

腰壁：杉(間伐材)t12WP

腰見切：杉 115×45WP〔新設〕

〔新設〕

LGS65ｽﾀｯﾄ〔゙新設〕

GB-R t12.5+9.5の上EP-G〔新設〕

横胴縁:米栂45×20@455内

既設木製巾木H100〔残置〕既設木製巾木H100〔残置〕

巾木：杉間伐材H100WP

横胴縁:米栂20×45 @450

横胴縁:米栂20×45 @450

横胴縁:米栂20×45 @450

横胴縁:米栂20×45 @450

横胴縁:20×45･@450

横胴縁:20×45･@450

※Hは展開図による ※Hは展開図による
※Hは展開図による※Hは展開図による

廊下腰壁杉板張り

腰見切：杉　115×45WP

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2
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部分詳細図(5)
A1 1/5､10､30

A3 1/10､20､60
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X7’ X7’
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0
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0
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X7’X7’

:シーリング箇所を示す

外部側

北棟西

外部側

南棟東

外部側

南棟中

外部側

南棟西

ﾗﾜﾝt=20 OP

ﾗﾜﾝt=20 OP ﾗﾜﾝt=20 OP ﾗﾜﾝt=20 OP

木製面台:杉 220×45WP

□-60×60×2.3t

杉羽目板t12WP
合板12.0（下地張り）共
LGS下地補強入 t100

巾木：杉板(H=100)WP　新設

腰壁：杉羽目板t=12 WP 新設

巾木：杉板(H=100)WP　新設

腰壁：杉羽目板t=12 WP 新設

巾木：杉板(H=100)WP　新設

木製面台:杉 220×45WP木製面台:杉 220×45WP

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ AEP

巾木：木製 巾木：木製

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ AEP
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△ＣＨ

取付用補強材
□-60×60×2.3t

アンカー　M10

取付用補強材固定金具
L-100×50×4.5t（溶接）
(上部下部共)

改修前　北棟廊下　平面詳細図　S=1/30 改修後　北棟廊下　平面詳細図　S=1/30

改修後　ライニング補強詳細図　S=1/30

改修前　北棟廊下　展開図　S=1/30 改修後　北棟廊下　展開図　S=1/30

ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細図　1/5

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図 A1:1/10 A3：1/20

※ＳＯＰ塗替え

A1:1/30 A3：1/60サッシ腰パネル部分：ライニング補強　詳細図

木枠平面黒板（普通教室　背面黒板） A1:1/5 A3：1/10

塩ビ押縁

※耐火間仕切設置時

当り木

掲示板

PBｔ9.5+12.5
LGS□45×45

（原則として＠950以内)

2.6×30　Ｌ-45×65(上下)

木枠

縦断面

塩ビ押縁

木枠

（原則として＠950以内)

2.6×30　Ｌ-45×65(上下)

掲示板

当り木

※ＲＣ躯体設置時

縦断面

室　名 寸法(Ｗ×Ｈ) 備　考 箇所数

普通教室 背面､木枠:ＷＰ塗装Ｗ2,700×Ｈ900北棟 ２

南棟
普通教室

特別支援教室 ４

１６背面､木枠:ＷＰ塗装Ｗ2,700×Ｈ900

背面､木枠:ＷＰ塗装Ｗ2,700×Ｈ900

A1:1/5 A3：1/10 木枠掲示板

塩ビ押縁

2.6×30　Ｌ-45×65

木枠

4×37　Ｌ-110×150

当り木

平面黒板

粉受溝
木枠

（原則として＠950以内)

（原則として＠950以内)

黒板芯
当り木

平面黒板

粉受溝

粉落し穴24φ

木枠

塩ビ押縁

横断面図

縦断面

北棟

南棟

室　名

普通教室

※各展開図に寸法は合わせる

寸法(Ｗ×Ｈ) 備　考

※ 木枠:ＷＰ塗装

箇所数

２

普通教室

特別支援教室 ４

１６ ※ 木枠:ＷＰ塗装

※ 木枠:ＷＰ塗装

当り木

木枠

当り木

塩ビ押縁

掲示板

横断面図

木枠掲示板

展開図　S=1/50

木枠　ホーローグレー平面黒板
（週間予定表を塗装にて記入）

展開図　S=1/50
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外部仕上表

外装塗膜材付着力調査位置図

部　　位

外部仕上表

外壁

巾木

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾓﾙﾀﾙ目地切 H=600

床：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

笠木・巾木・側溝：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

手摺壁：打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

梁型(天端)：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し目地切 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

外壁・柱型・梁型：打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

水洗い、劣化部補修

床：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

笠木・巾木・側溝：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

竪樋

玄関

屋外鉄骨階段

手洗い屋根

竪樋

大庇

外壁

巾木

庇

竪樋

外壁

巾木

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

大庇・庇

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

大庇

外壁

巾木

竪樋

倉庫

職員室屋根廻り

VP100φ(南側は75φ) OP(支持金物@1000内外)　撤去

鋳鉄製ﾄﾞﾚﾝ･中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ･75φ)

踊り場　床：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

踊り場　見付：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

鉄部：OP

外壁：CB積 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

外壁：小口ﾀｲﾙ貼り

幕板：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt2.0(ｶﾗｰ)

柱型：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt2.0(ｶﾗｰ)

屋根：大波ｽﾚｰﾄ

踊り場　上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

軒裏：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(ｶﾗｰ)

ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ上裏：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙ目地切 H=600

天端：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

VP100φ OP(支持金物@1000内外)　撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

外壁(ALC)：ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙ目地切 H=600

天端：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

VP100φ(SUS製支持金物@1000内外)　撤去

SUS製ﾄﾞﾚﾝ･中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)

見付：打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

屋根：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

見付：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

見付：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

手摺壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

笠木・巾木・側溝：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

床：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

ﾓﾙﾀﾙ目地切 H=600

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

VP100φ OP(支持金物@1000内外)　撤去

梁型(天端)：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し目地切 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

柱型・梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

見付・上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

見付・上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)

笠木・巾木・側溝：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

床：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

手摺壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

見付・上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

屋根

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

立上り：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、端部押さえ金物(ｼｰﾘﾝｸﾞ共)

笠木：アルミ笠木W300

床：防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

平場：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　撤去

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ：鋳鉄製ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ(100φ)　撤去

鋳鉄製ﾄﾞﾚﾝ･中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ･75φ)：ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料塗替え

鉄部：DP塗替え

柱型：DP塗替え

幕板：DP塗替え（500φ校章ｻｲﾝ共）

軒裏：DP塗替え

水洗い、劣化部補修

SUS製ﾄﾞﾚﾝ･中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)：既設のまま

水洗い、劣化部補修

笠木・巾木・側溝：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)塗布の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

水洗い、劣化部補修

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)：ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料塗替え

屋根

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

笠木：仮撤去復旧

屋根：DP塗替え

床：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

床：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

笠木・巾木・側溝：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

踊り場　床：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

床：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

改　修　前 改　修　後

令和6年3月 調査

令和6年2月 調査

立上り：下地調整材(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

アスベスト含有建材を示す

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ：改修用ﾄﾞﾚﾝ(縦)の上、ｱﾙﾐｽﾄﾚｰﾅｰ新設、脱気筒新設

手摺壁：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

梁型(天端)：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

外壁・柱型・梁型：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

梁型(天端)：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

外壁・柱型・梁型：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

手摺壁：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

外壁：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

外壁：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

手摺壁：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

踊り場　見付：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

外壁：高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、可とう形改修塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

踊り場　上裏：剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

外壁：水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設（大関化学クリアコートeco同等品）

外壁：水洗い、下地調整材(C-1)の上、防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

平場：高圧洗浄、膨れ部炙り戻し、下地活性剤(ｱｽﾌｧﾙﾄ系)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水通気緩衝工法X-1 新設

ｶﾗｰVP100φ (掴み金物：ｽﾃﾝﾚｽ製@1200内外共) 新設

ｶﾗｰVP100φ (掴み金物：ｽﾃﾝﾚｽ製@1200内外共) 新設

ｶﾗｰVP100φ (掴み金物：ｽﾃﾝﾚｽ製@1200内外共) 新設

ｶﾗｰVP100φ(南側は75φ) (掴み金物：ｽﾃﾝﾚｽ製@1200内外共) 新設

天端：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

天端：高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

屋根：水洗い、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

北棟東北棟西

南棟西 南棟中 南棟東南棟中

南棟

渡り廊下

北棟

渡り廊下

北棟東

渡り廊下

南棟東

南棟中

南棟西

北棟西

自動低圧式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法欠損・鉄筋爆裂　小

0.2mm以上～

既存塗膜等の除去及び下地処理

部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

自動低圧式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

1.0mm以上

ひび割れ(ﾓﾙﾀﾙ面)
ひび割れ(ｺﾝｸﾘｰﾄ面)

ﾓﾙﾀﾙ面浮き

ひび割れ

1.0mm未満

30
ﾓﾙﾀﾙ厚

ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ

･ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝの長さは既設ﾓﾙﾀﾙ厚調査の上決定する事
(ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝの長さ=ﾓﾙﾀﾙ厚+30mm)

注入口(12本/m2)
ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

浮き代の測定を行ない注入量を決める

ﾓﾙﾀﾙ

ﾓﾙﾀﾙ

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを平滑に塗込む

Uｶｯﾄ後､清掃の上ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布
ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填

自動低圧式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(SUS304　 16本/m2)

結果
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アスベスト含有部　外装塗膜材付着力調査結果

仕上材

仕上材

符号

1

10

11

12

2

3

4

5

6

7

8

9

外壁

柱

柱

外壁

部位方位

南

南

北

北

外壁

柱

外壁

外壁

外壁

柱

柱

南

南

西

西

北

北

東

東

南棟西

南棟東

棟

渡り 13

14

15

20

16

17

18

19

21

22

23

24

東

東

西

西

外壁

柱

南

南

外壁

柱

外壁

柱

北

北

外壁

柱

外壁

柱

外壁

柱

北棟西

東

東

西

西

25

26

27

28

29

30

31

32

南棟中

外壁

南 外壁

北

柱

柱

外壁

外壁

外壁

外壁

東

東

南

南

北

北

符号

外壁

部位方位

北棟東 A

B

C

D

E

東

東

西

西

南

南F

G

H

北

北

外壁

外壁

外壁

棟

複層塗材吹付E

複層塗材吹付E

複層塗材吹付E

複層塗材吹付E

複層塗材吹付E

複層塗材吹付E

複層塗材吹付E
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アスベスト非含有部　外装塗膜材付着力調査結果
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共通事項

６. ALC板 t=100は水洗い(15Mpa)を行うこと。

７. 既設塗膜撤去部は補修を行い仕上とすること。

８. ＤＰ塗装の上塗り材はフッ素とする。

９. 外部鋼製設備配管、外部鋼製プルボックス、換気パイプ（塩ビ製）はDP（フッ素）塗替とする。

10. ウレタン塗膜防水のトップコートは全て遮熱（高反射）シリコン系とすること。

特記事項

２．外壁・軒裏・上裏・屋上・笠木・立上り等は浮き・クラック等の劣化部の補修を行うこと。

　 （施工前に調査を行い、結果を監督員に報告すること。

３. 特記なき限り、塗装改修・塗装仕上壁の改修等は、公共建築改修工事標準仕様書にある通り、

　　必要な撤去・下地調整を行うものとする。

１．既設シーリング（打継部、目地部、建具廻り、金物取合、Exp.J廻り等）は全て打ち替えとする。

５. バルコニー平場・立上り・笠木、鉄部面、タイル面は高圧水洗浄10～15MPすること。

〇外部建具改修

１．金物等（戸車、外れ止め、ｸﾚｾﾝﾄ、ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、錠前、ﾊﾝﾄﾞﾙ）の更新を行うこと。

２．ガラス留めシーリングの改修(両面)を行うこと。

　（既存がｶﾞｽｹｯﾄであってもｼｰﾘﾝｸﾞで改修すること）

３．鋼製建具は下地調整RB種の上、DP（フッ素）塗替を行うこと。

４．特記無き限り、防水形複層塗材、可とう形改修塗材のシリコントップコートは耐候性１種

　　（セラミックシリコン）とする。

　　足場解体の際に復旧すること。

11. ウレタン塗膜防水はノンスリップタイプとし、防滑性については5号ケイ砂を基本とすること。

12. 外壁の塗装についてはローラー塗（マスチック）を基本とする。

13. 外部足場設置の際は、校舎外壁面の時計、ライト、アンテナ、放送設備等を足場外部へ移設し、

部　位 仕上材 結　果

検出されず

検出されず渡り廊下　外壁

北棟　東　外壁

北棟　西　外壁

南棟　東　外壁

南棟　中　外壁

南棟　西　外壁

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

検出されず

検出されず

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付 検出されず

検出されずｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付(ALC)

複層塗材 検出(下地調整材)

外壁仕上塗材ｱｽﾍﾞｽﾄ含有分析調査結果

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

外壁仕上塗材既存塗膜付着強度調査結果

以下の通り、全ての部位について、基準値を満たす強度を確認した

（符号は調査図の凡例を示す）

４. 外壁面（吹付面、打放面、軒裏）は高圧水洗浄30～50MP（下地調整C-1種）すること。
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<改修後>

ｱﾙﾐ複合ﾊﾟﾈﾙt3.0[新設]

(外部)

周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2[新設]
ｺﾝｸﾘｰﾄﾋﾞｽ4箇所[新設]

金属・ｺﾝｸﾘｰﾄ用接着剤[新設]

プレート塞ぎ

<改修前>

面台切断[撤去]

ｽﾁｰﾙ製ｶﾞﾗﾘ[残置]

(外部)

<改修前>

コンクリートブロック塞ぎ

(外部)

ｽﾁｰﾙ製ｶﾞﾗﾘ[撤去]

<改修後>

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積t100[新設]

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ 防水形複層塗材E
(ｼﾘｺﾝ系ﾄｯﾌﾟ)[新設]

周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2[新設]

CB100(外部)

改修範囲　

改修凡例　

改修対象

改修

外壁改修共通特記

・壁、梁型モルタルのクラック、浮きは工事前に調査及び報告
　を行い、調査に基づいて工事を行うこと。

・クラック、浮きの補修についてはそれぞれ樹脂注入工法、
　アンカーピンニングエポキシ樹脂注入工法にて補修を行う。

ﾊﾞﾙｺﾆｰ改修
庇改修

防水改修

鉄骨階段改修
塗装改修

改修建具

竪樋撤去新設

通気管撤去

(内部)(内部) (内部)(内部)
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[既存のまま]

腰壁杉板張り
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換気レジスター詳細図（ ２階以上） 　　　　　　　　　1：10 換気レジスター詳細図（ １階 ）　　　　　　　　　1：10

レジスターガラリ（２階以上）：
水切りのみ撤去(ガラリ残置)の上、
補修（ﾌﾟﾚｰﾄ塞ぎ）

レジスターガラリ（１階）：
ガラリ撤去の上、補修（CB塞ぎ）
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安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事
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安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

改修範囲　

改修凡例　

改修対象

改修
ﾊﾞﾙｺﾆｰ改修
庇改修

防水改修

鉄骨階段改修
塗装改修
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安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

改修範囲　

改修凡例　

改修対象

改修
ﾊﾞﾙｺﾆｰ改修
庇改修

防水改修

鉄骨階段改修
塗装改修
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救助袋
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改修範囲　

改修凡例　

改修対象

改修
ﾊﾞﾙｺﾆｰ改修
庇改修

防水改修

鉄骨階段改修
塗装改修
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アスベスト含有建材を示す

エレベーター棟増築部
別図参照

北棟西 北棟東

北棟西北棟東
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庇端部

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2新設

渡り廊下

X3’ X7’ X8’ X9’ X10’ X11’ X12’X6’X4

X3’X7’X8’X9’X10’X11’X12’ X6’ X4’
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▽最高高さ

Z0

Z1

Z2

Z3

Z4

Z5

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

▽4FL

▽RFL

▽最高高さ

I
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K

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

L

M

ｱﾙﾐ手摺

EXP.Jｶﾊﾞｰ

a:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

b:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

竪樋　VP100φ　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(SUS支持金物共) 新設

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

A

外部仕上　凡例

B

C

D

打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

改修前 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改修後

改修後

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

F

E

改修前

改修後

改修前

改修後

G

H

改修前

改修前 小口ﾀｲﾙ貼

改修後

改修前 ALC　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 CB積　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修後

改修後

既設のまま

既設のまま

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

水洗い、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

犬走り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設

（大関化学クリアコートeco同等品）

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

可とう形改修塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設(立上りH100共)

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設（PU2）

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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北棟　南立面図　1/100

北棟　北立面図　1/100

注記）

　また、ｶﾞﾗｽ全面ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うこと。

4.外壁補修出来形施工報告書を提出すること。

3.ｸﾗｯｸ･浮き･欠損部分等の数量については事前に監督員に報告

　して確認を受けること｡

8.耐候性塗料DP塗りの等級は1級（フッ素）とする。

9.水洗いは15Mpaとする。

7.既設室外機は、養生した上で外壁補修を行うこと。

5.施工方法は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

　工事標準仕様書」に準拠し、施工計画書を監督員に提出し承

　諾を得ること。

6.外壁補修にあたっては、事前の調査を行い適切な補修を行う

　こと。図面に記載されていない部分についても適切な補修

 を行うこと。（数量は劣化調査の数量を参考とする。）

1.目地部及びｻｯｼ部は､ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2)とする｡

2.ｶﾞﾗｽは､ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ打替(SR-1)(両面)とする｡ 

安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

ホーンスピーカ　外部足場へ仮移設・復旧

投光器　外部足場へ仮移設・復旧
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アスベスト含有建材を示す
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鋼製片開き戸(800ｘ1900)
：DP塗替え共(両面枠共)

B

A

A

屋根：大波ｽﾚｰﾄ：
水洗いの上、DP塗替え
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改修後
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改修後
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改修後
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改修前
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改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

L

M

ｱﾙﾐ手摺

EXP.Jｶﾊﾞｰ

a:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

b:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

竪樋　VP100φ　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(SUS支持金物共) 新設

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

A

外部仕上　凡例

B

C

D

打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

改修前 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改修後

改修後

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

F

E

改修前

改修後

改修前

改修後

G

H

改修前

改修前 小口ﾀｲﾙ貼

改修後

改修前 ALC　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 CB積　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修後

改修後

既設のまま

既設のまま

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

水洗い、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

犬走り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設

（大関化学クリアコートeco同等品）

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

可とう形改修塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設(立上りH100共)

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設（PU2）

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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北棟　西立面図　1/100

北棟　東立面図　1/100

注記）

　また、ｶﾞﾗｽ全面ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うこと。

4.外壁補修出来形施工報告書を提出すること。

3.ｸﾗｯｸ･浮き･欠損部分等の数量については事前に監督員に報告

　して確認を受けること｡

8.耐候性塗料DP塗りの等級は1級（フッ素）とする。

9.水洗いは15Mpaとする。

7.既設室外機は、養生した上で外壁補修を行うこと。

5.施工方法は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

　工事標準仕様書」に準拠し、施工計画書を監督員に提出し承

　諾を得ること。

6.外壁補修にあたっては、事前の調査を行い適切な補修を行う

　こと。図面に記載されていない部分についても適切な補修

 を行うこと。（数量は劣化調査の数量を参考とする。）

1.目地部及びｻｯｼ部は､ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2)とする｡

2.ｶﾞﾗｽは､ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ打替(SR-1)(両面)とする｡ 

安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

ホーンスピーカ　外部足場へ仮移設・復旧



年  月  日

NO.縮　尺整理番号設　計株式
会社市川三千男建築設計事務所
ＩＣＨＩＫＡＷＡ ＭＩＣＨＩＯ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ

名古屋市中区平和１丁目１５-３０ ＴＥＬ(052)618-8211  ＦＡＸ(052)618-8210

管 理 建 築 士・管 理 技 術 者 一級建築士 第 202334 号　早瀬　賞次

GA1 1/100

A3 1/200 南棟　南立面図

安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

08

アスベスト含有建材を示す

南棟東南棟中

南棟中南棟西

南棟東南棟中

B C B C IaIa

G
H H

J JK K

J

L L

L
L

B C JL

H

Ia

鉄部：DP塗替え

鉄部：DP塗替え

F

屋根：大波ｽﾚｰﾄ：
水洗いの上、DP塗替え

Z0

Z1

Z2

Z3

Z4

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

Z1

Z2

Z3

Z4

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

Z0

X10 X11 X12 X13 X14

X2 X3 X4 X5

X5'

X6 X7 X8 X9 X10X1

I

J

K

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

L

M

ｱﾙﾐ手摺

EXP.Jｶﾊﾞｰ

a:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

b:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

竪樋　VP100φ　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(SUS支持金物共) 新設

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

A

外部仕上　凡例

B

C

D

打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

改修前 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改修後

改修後

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

F

E

改修前

改修後

改修前

改修後

G

H

改修前

改修前 小口ﾀｲﾙ貼

改修後

改修前 ALC　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 CB積　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修後

改修後

既設のまま

既設のまま

▽RFL

▽最高高さ

▽RFL

▽最高高さ

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

水洗い、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

犬走り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設

（大関化学クリアコートeco同等品）

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

可とう形改修塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設(立上りH100共)

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設（PU2）

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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南棟　南立面図　1/100

南棟　南立面図　1/100

FIX

FIX

FIX

注記）

　また、ｶﾞﾗｽ全面ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うこと。

4.外壁補修出来形施工報告書を提出すること。

3.ｸﾗｯｸ･浮き･欠損部分等の数量については事前に監督員に報告

　して確認を受けること｡

8.耐候性塗料DP塗りの等級は1級（フッ素）とする。

9.水洗いは15Mpaとする。

7.既設室外機は、養生した上で外壁補修を行うこと。

5.施工方法は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

　工事標準仕様書」に準拠し、施工計画書を監督員に提出し承

　諾を得ること。

6.外壁補修にあたっては、事前の調査を行い適切な補修を行う

　こと。図面に記載されていない部分についても適切な補修

 を行うこと。（数量は劣化調査の数量を参考とする。）

1.目地部及びｻｯｼ部は､ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2)とする｡

2.ｶﾞﾗｽは､ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ打替(SR-1)(両面)とする｡ 

投光器　外部足場へ仮移設・復旧

防災アンテナ　外部足場へ仮移設・復旧

投光器　外部足場へ仮移設・復旧

ホーンスピーカ　外部足場へ仮移設・復旧

時計　外部足場へ仮移設・復旧

ホーンスピーカ　外部足場へ仮移設・復旧



年  月  日

NO.縮　尺整理番号設　計株式
会社市川三千男建築設計事務所
ＩＣＨＩＫＡＷＡ ＭＩＣＨＩＯ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ

名古屋市中区平和１丁目１５-３０ ＴＥＬ(052)618-8211  ＦＡＸ(052)618-8210

管 理 建 築 士・管 理 技 術 者 一級建築士 第 202334 号　早瀬　賞次

GA1 1/100

A3 1/200 南棟　北立面図
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アスベスト含有建材を示す

南棟中 南棟西

南棟東 南棟中

南棟東 南棟中
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H
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H

通気管250φ撤去
(浄化槽廃止による)
GLにて閉塞共

通気管250φ撤去
(浄化槽廃止による)
GLにて閉塞共

鉄部：DP塗替え

F

屋根：大波ｽﾚｰﾄ：
水洗いの上、DP塗替え

Z2

Z3

Z4

▽GL

▽1FL

▽2FL

Z0

X10X11X12X13X14

Z0

Z1

Z2

Z3

Z4

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

X1X2X3X4X5X6X7X8X9

X5'

X10

渡り廊下

▽3FL

Z1I

J

K

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

L

M

ｱﾙﾐ手摺

EXP.Jｶﾊﾞｰ

a:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

b:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

竪樋　VP100φ　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(SUS支持金物共) 新設

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

A

外部仕上　凡例

B

C

D

打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

改修前 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改修後

改修後

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

F

E

改修前

改修後

改修前

改修後

G

H

改修前

改修前 小口ﾀｲﾙ貼

改修後

改修前 ALC　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 CB積　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修後

改修後

既設のまま

既設のまま

▽RFL

▽最高高さ

▽RFL

▽最高高さ

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

水洗い、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

犬走り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設

（大関化学クリアコートeco同等品）

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

可とう形改修塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設(立上りH100共)

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設（PU2）

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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南棟　北立面図　1/100

南棟　北立面図　1/100

FIX

注記）

　また、ｶﾞﾗｽ全面ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うこと。

4.外壁補修出来形施工報告書を提出すること。

3.ｸﾗｯｸ･浮き･欠損部分等の数量については事前に監督員に報告

　して確認を受けること｡

8.耐候性塗料DP塗りの等級は1級（フッ素）とする。

9.水洗いは15Mpaとする。

7.既設室外機は、養生した上で外壁補修を行うこと。

5.施工方法は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

　工事標準仕様書」に準拠し、施工計画書を監督員に提出し承

　諾を得ること。

6.外壁補修にあたっては、事前の調査を行い適切な補修を行う

　こと。図面に記載されていない部分についても適切な補修

 を行うこと。（数量は劣化調査の数量を参考とする。）

1.目地部及びｻｯｼ部は､ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2)とする｡

2.ｶﾞﾗｽは､ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ打替(SR-1)(両面)とする｡ 

安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事

ホーンスピーカ　外部足場へ仮移設・復旧
投光器　外部足場へ仮移設・復旧



年  月  日

NO.縮　尺整理番号設　計株式
会社市川三千男建築設計事務所
ＩＣＨＩＫＡＷＡ ＭＩＣＨＩＯ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ

名古屋市中区平和１丁目１５-３０ ＴＥＬ(052)618-8211  ＦＡＸ(052)618-8210

管 理 建 築 士・管 理 技 術 者 一級建築士 第 202334 号　早瀬　賞次

GA1 1/100

A3 1/200 南棟　東・西立面図

10

アスベスト含有建材を示す

南棟 渡り廊下

南棟渡り廊下
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Ia

鉄部：DP塗替え

鋼製片開き戸(800ｘ1900)
：DP塗替え共(両面枠共)

屋根：大波ｽﾚｰﾄ：
水洗いの上、DP塗替え

Z0

Z1

Z2

Z3

Z4

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽3FL

Z1

Z2

Z3

Z4

▽GL

▽1FL
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▽3FL

Z0

Y1Y2Y4

Y1 Y2 Y5Y4Y3

Y5

I

J

K

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

L

M

ｱﾙﾐ手摺

EXP.Jｶﾊﾞｰ

a:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

b:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

竪樋　VP100φ　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(SUS支持金物共) 新設

(南棟南側のみ75φ)飾り桝共

A

外部仕上　凡例

B

C

D

打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

改修前 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改修後

改修後

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

F

E

改修前

改修後

改修前

改修後

G

H

改修前

改修前 小口ﾀｲﾙ貼

改修後

改修前 ALC　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修前 CB積　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

改修後

改修後

既設のまま

既設のまま

▽RFL

▽最高高さ

▽RFL

▽最高高さ

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

水洗い、下地調整材(C-1)の上

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

犬走り：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設

（大関化学クリアコートeco同等品）

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上

可とう形改修塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設(立上りH100共)

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設（PU2）

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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南棟　東立面図　1/100

南棟　西立面図　1/100

注記）

　また、ｶﾞﾗｽ全面ｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うこと。

4.外壁補修出来形施工報告書を提出すること。

3.ｸﾗｯｸ･浮き･欠損部分等の数量については事前に監督員に報告

　して確認を受けること｡

8.耐候性塗料DP塗りの等級は1級（フッ素）とする。

9.水洗いは15Mpaとする。

7.既設室外機は、養生した上で外壁補修を行うこと。

5.施工方法は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築

　工事標準仕様書」に準拠し、施工計画書を監督員に提出し承

　諾を得ること。

6.外壁補修にあたっては、事前の調査を行い適切な補修を行う

　こと。図面に記載されていない部分についても適切な補修

 を行うこと。（数量は劣化調査の数量を参考とする。）

1.目地部及びｻｯｼ部は､ｼｰﾘﾝｸﾞ打替(PU-2)とする｡

2.ｶﾞﾗｽは､ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ打替(SR-1)(両面)とする｡ 
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11A1 1/30

A3 1/60 北棟東　断面詳細図(改修前後)
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ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し目地切 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様
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改修前

改修後
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改修後
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改修後
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DP塗替

竪樋　VP100φ　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(SUS支持金物共) 新設
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外部仕上　凡例
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改修前
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打放し補修 複層塗材吹付E(水性)凹凸模様

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃの上 複層塗材吹付E(水性)

既設のまま

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設(PU-2)

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

既設のまま

7,200

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設(PU-2)

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

既設のまま
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剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設(PU-2)

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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断面詳細図　　　　1/30

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、手摺詳細図　　1/20

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　　1/20

Y3 Y4

Y4

Y2

Y2

Y2

ﾓﾙﾀﾙ目地切：水洗い

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ：水洗い

外部仕上　凡例

B

改修前

改修前

改修後

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

I

改修前

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ｱﾙﾐ手摺改修前

改修後

F

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

a：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

b：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

C

G

改修前

改修後

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

H

A

E

D

竪樋　VP100φ(南側75φ)　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(南側75φ)(SUS支持金物共) 新設

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)：ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料塗替え

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

既設のまま

7,000

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設(PU-2)

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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※注記:　　はｼｰﾘﾝｸﾞ位置を示す

屋上防水：既存のまま
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特別支援教室
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安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事



年  月  日

NO.縮　尺整理番号設　計株式
会社市川三千男建築設計事務所
ＩＣＨＩＫＡＷＡ ＭＩＣＨＩＯ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ

名古屋市中区平和１丁目１５-３０ ＴＥＬ(052)618-8211  ＦＡＸ(052)618-8210

管 理 建 築 士・管 理 技 術 者 一級建築士 第 202334 号　早瀬　賞次

GA1 1/20､30

A3 1/40､60

15

南棟西　断面詳細図(1)(改修前後)
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断面詳細図　　　　1/30

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、手摺詳細図　　1/20

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　　1/20

Y3 Y4

Y4

Y2

Y2

Y2

外部仕上　凡例

B

改修前

改修前

改修後

改修後

改修前

改修後

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

改修前

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ｱﾙﾐ手摺改修前

改修後

F

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

C

G

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

H

A

E

D

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(南側75φ)(SUS支持金物共) 新設

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)：ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料塗替え

改修前

改修後

改修前

改修後

a：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

b：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

I

改修前

改修後

改修前

改修後

J

竪樋　VP100φ(南側75φ)　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

小口ﾀｲﾙ貼り

既設のまま

7,000

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

水洗い、劣化部補修の上透明樹脂外壁防水 新設

（大関化学クリアコートeco同等品）

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設(PU-2)

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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※注記:　　はｼｰﾘﾝｸﾞ位置を示す

屋上防水：既存のまま
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安城北部小学校校舎改修第２期及び保全主体工事



年  月  日

NO.縮　尺整理番号設　計株式
会社市川三千男建築設計事務所
ＩＣＨＩＫＡＷＡ ＭＩＣＨＩＯ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ

名古屋市中区平和１丁目１５-３０ ＴＥＬ(052)618-8211  ＦＡＸ(052)618-8210

管 理 建 築 士・管 理 技 術 者 一級建築士 第 202334 号　早瀬　賞次

GA1 1/20､30

A3 1/40､60 南棟西　断面詳細図(2)(改修前後)
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平場：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、膨れ部炙り戻し、
下地活性剤(ｱｽﾌｧﾙﾄ系)塗布の上、
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水通期緩衝工法X-1 新設

C

立上り：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水撤去、
下地調整材(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)塗布の上、
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ：撤去
改修用ﾄﾞﾚﾝ(縦)の上、ｱﾙﾐｽﾄﾚｰﾅｰ新設

G

アルミ笠木W300：仮撤去復旧
脱気筒共
(50㎡に１か所以上)

立上り：露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水撤去、
（端部押さえ金物、ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)共）

下地調整材(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ)塗布の上、
ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

断面詳細図　　　　1/30

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ詳細図　　1/20

Y1 Y2

外部仕上　凡例

B

改修前

改修前

改修後

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ目地切

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

I

改修前

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ｱﾙﾐ手摺改修前

改修後

F

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

a：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

b：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

G

改修前

改修後

改修前

改修後

換気ﾊﾟｲﾌﾟ50φ

DP塗替

H

A

E

D

竪樋　VP100φ(南側75φ)　OP(SUS支持金物共) 撤去(全数)

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)

竪樋：ｶﾗｰVP 100φ(南側75φ)(SUS支持金物共) 新設

鋳鉄製中継ﾄﾞﾚﾝ(100φ)：ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料塗替え

C

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2防滑仕様 新設

高圧洗浄、下地調整材(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ)の上、

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水密着工法X-2 新設

既設のまま

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

高圧洗浄、下地調整材(C-1)の上、

防水形複層塗材E(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ) 新設

剥離部、劣化部補修の上、ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ 新設

水洗い、支柱周囲：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設(PU-2)

(※ｳﾚﾀﾝ塗膜防水施工前に新設)
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※注記:　　はｼｰﾘﾝｸﾞ位置を示す
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